


ヴェブレンは、ここで産業を鍵鑰産業・製造業・農業という区分で分類している。これは、いわゆる第一次、第二次、第三次という区分の逆からの分類ということになる。ここで何が一番重要な産業であるのか、ということを問うための分類である。

いくつかの問題がある。第一に、このような分類は、社会の支配関係をあらわすためのものと考えて良いのか。第二に、鍵鑰産業と製造業とは、当然ダブル部分がある。第三に、鍵鑰産業は「産業」に属するのか、それとも「ビジネス」に属するのか。

などのヴェブレン固有の考え方と、どのような整合性がある分類なのか、ということなどが問題となろう。



なぜアメリカ製造業は封鎖的市場を形成してきたのか。

ここで問題となっているのは、一般に言われるような対外市場のことではない。いわば市場制限的な、非価格競争中心の市場構造の問題ではないか。


カーネギー、ロックフェラーたちの不在所有的な産業がここでは問題とされている。



「ヴェブレンの労働観」に問題があるのではないか?

ひとつには、ワークマンシップによる職人的労働観

もうひとつには、セールスマンシップによる商人的労働観

とくに、ここでは後者がヴェブレン的である。「労働を高く売って、最小限を引き渡す」商品となった、と考えられている。
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ここで、「販売術」とはなにか。

この考えは、マルクスと関係するのか否か。



労働者実体から、どの程度まで労働サーヴィスを分離することができるのか?





これらの制限が生ずることによって、封鎖的な市場を招来することになる。

生産の制限、キャッシュフロー重視の価格戦略、などの理由によって、市場制限がもたらされる。


なぜ販売費が増加するのか?

1.生産第一主義P.207

2.大量販売---生産費の低下

3.広告技術の発達



顧客生産

この言葉の意味は、のちのガルブレイス「依存効果」を連想されるものである。










広告は、ヴェブレンの「不在」概念の一貫から見ると、いわゆる「不在販売」であるといえる。


